
 

 

物  質  名 3,4-ジクロロアニリン ＤＢ－20 

別  名 3,4-ジクロロベンゼンアミン 構 造 式 

 

CAS 番号 95-76-1 

PRTR 番号 － 

化審法番号 3-261 

分子式 C6H5Cl2N 分子量 162.02 

沸点 272℃ 
1)

 融点 72℃ 
1)

 

蒸気圧 6.32×10
-3 

mmHg（25℃、実測値）2)
 換算係数 1 ppm = 6.63 mg/m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 2.69（実測値）3) 
 水溶性 9.2×10 mg/L（20℃、実測値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 740 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 545 mg/kg
 5)

  

 ラット 吸入 LCL0 65 mg/m
3 
(4hr) 

5)
  

 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 134 mg/kg/day を 2 週間（5 日/週）経口投与（投与方法の詳細不明）した結果、チア

ノーゼ、メトヘモグロビンの生成がみられたとの報告 6) があるが、詳細は不明である。 

・ラットに 0、10、45、200 mg/m
3 を 2 週間（6 時間/日、5 日/週）鼻部吸入させた結果、ばく露

期間後には 10 mg/m
3 以上の群で血中のメトヘモグロビン濃度の増加、45 mg/m

3 以上の群の脾

臓で軽微なヘモジデリン沈着の発生率の増加、200 mg/m
3 群で貧血、脾臓重量の増加、中等度

の髄外造血、体重増加の抑制を認めた。また、2 週間の回復期間中やその後にも、45 mg/m
3

以上の群で脾臓のヘモジデリン沈着、メトヘモグロビン濃度の高い値がみられ、200 mg/m
3

群の体重は他の群と比べて軽かった。また、10 mg/m
3 以上の群で赤血球数の減少を認めた 

7) 。

この結果から、LOAEL を 10 mg/m
3（ばく露状況で補正：1.8 mg/m

3）とする。 

・ラットに 0.015、0.03、0.08 mg/m
3 を最長で 100 日間（24 時間/日）吸入させた結果、0.03 mg/m

3

以上の群で 40 日目から拮抗筋の運動性時値の可逆的な神経機能障害がみられ、0.08 mg/m
3 群

でヘモグロビン濃度の減少、スルフヘモグロビン濃度の増加がみられたとの報告 
8) がある

が、詳細は不明である。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、10、45、200 mg/m
3 を 2 週間（6 時間/日、5 日/週）鼻部吸入させ、ばく露期間後

に 2 週間の回復期間をおいた結果、10 mg/m
3 以上の群で精巣重量、精巣及び精巣上体の組織

への影響はみられなかった 7)。この結果から、LOAEL を 10 mg/m
3（ばく露状況で補正：1.8 

mg/m
3）とする。 

・ラットに 0、5、25、125 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、25 mg/kg/day

以上の群で体重増加の抑制を認めた。125 mg/kg/day 群で吸収胚、着床後胚損失の増加、骨化

遅延を認めた。なお、投与に関連した奇形はみられなかった 9)。この結果から、母ラットの

NOAEL を 5 mg/kg/day、胚や胎仔の NOAEL を 25 mg/kg/day とする。 

 



 

ヒ ト へ の 影 響 

・本物質は眼を刺激する。眼に入ると発赤、痛み、かすみ眼、経口摂取すると腹痛、経口摂取

や吸入では皮膚、唇、爪のチアノーゼ、めまい、頭痛、吐き気、息切れ、錯乱、痙攣、意識

喪失を生じる。血液に影響を与え、メトヘモグロビンを生成することがある。死に至ること

がある。反復または長期の接触により、皮膚感作を引き起こすことがある。血液系に影響を

与え、メトヘモグロビンを生成することがある 10)。 

・本物質を原料とする除草剤やカーバメート系の農薬の製造工場の労働者（平均雇用年数 2 年）

を調査した結果、塩素座そう、眼や皮膚の刺激、吐き気、嘔吐、縮瞳、視覚のぼやけ等の症

状がみられ、11/102 人が入院した経験を持つとの報告 
11) があるが、本物質やその他の物質

のばく露濃度は報告されておらず、複数の物質にばく露されていることから、本物質との関

連は明らかではない。 

・隣接して立地している本物質製造工場と本物質を原料とする除草剤（ジウロン）製造工場の

男性労働者で軽度の塩素座そうがみられたが、主な原因は本物質の製造過程で生じる

3,3’,4,4’-テトラクロロアゾベンゼンと推定された。2 工場の労働者の血清中の肝臓酵素やトリ

グリセライドの検査の結果、塩素座そうの有無に係らず、本物質のばく露との関連性はみら

れなかった 12)。なお、本物質のばく露濃度は報告されていない。 

・本物質のばく露を受けた労働者 131 人を対象とした調査では、血中のメトヘモグロビン、ヘ

モグロビン濃度への影響は示唆されなかった 13)と報告されている。また、イギリスでは 1961

～1980 年の間に職業ばく露によるチアノ－ゼの届け出が 325 例あったが、ジクロロアニリ

ンによるものは 5 例であった 14)。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 5 mg/kg/day（母

ラットの体重増加の抑制）を採用し、同値を暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 10 mg/m
3（メトヘ

モグロビン濃度の増加）を採用し、ばく露状況で補正して 1.8 mg/m
3 とし、LOAEL であること

から 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.018 mg/m
3を暫定無毒性量等に設定する。 
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